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京都■衛センター制作支援キや



ごあいさつ

本日ここに「京都フイロムジカ管弦楽団」定期演奏会を開催するにあたり、ご多用にも拘わらず、

多数の方々のご来場をいただきまして、誠にありがとうございます。

この定期演奏会も、各回毎に新しい音楽の創造に挑戦し、はや第 18回日となりました。今回は、

指揮者に金 正奉氏をお迎えし、先生のご指導のもと、努力と研鑽を積み重ね、本国ここに魅力あふ

れる曲の数々を披露してくれるものと期待致しております。皆様にはその努力の結実を演奏の申にお

聴きいただければ幸甚に存じま丸

また、この度はカントルーブの歌曲をソリストとして、第 13、 14回に好演なさいましたソプラノ

の好本由希子さんをお迎えして、カントルーブの歌曲を共演していただきます。カントルーブと言え

ば、フランスのオーヴェルニュやケルン地方の民謡を採譜し、約 20巻の楽譜に表し、また電気楽器
|

オンド・マルトノをオペラで使用した作曲家でも知られています。そして関西初演でもある、大変珍

しいロット作曲の交響曲第 1番ホ長調は、楽譜の入手が大変困難な作曲家で、これを「フィロムジカ」

らしい音色で演奏されますのも、大変興味深いところです。

最後になりましたが、「京都フィロムジカ管弦楽団」の為に、物心向白にわたるご支援を賜りまし

た皆様方をはじめ、ご指導下さいました先生方に厚く御礼申し上げますと共に、定期演奏会のますま

すの発展を祈りまして、ご挨拶とさせていただきま丸

京都フィロムジカ管弦楽団顧問  和国之宏

「このフレーズはどこかで聞いたことがある」と思うことがあります。どこの何の曲だつたかはわ

からないけれども、よく耳にするあのフレーズです。音楽を作曲するときその作り手が初心者であろ

うと大作曲家であろうと、作つたものが無意識のうちに過去の作品に似てしまうことはよくあります。

そしてたまたま後発作品のほうが有名になつてしまうと、そこでオリジナルを耳にしたとき、どこか

で聞いたことがあるように感ずるわけです。元を作った人の気持ちは複雑でしょうが、広く親しまれ

るものにそれが発展したなら「うまく受け継いでくれてありがとう」と|どこかで微笑んでいぅにちが

いありません。そんな思いを込めて今日は演奏します。どうぞ最後までごゆっくりお楽しみくださしヽ

京都フィロムジカ管弦楽団団長 '長岡武志

ル 暮宿・スキー スノボ。卒業旅行
大学生の団体・個人旅行を応援します |

日本教育旅行閉
TEL:075・ 351‐ 0405

担当 :藤 田珠里
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ロビーコンサー ト

グレゴリオ聖歌 “Puer natus est nobls(おさな児われらに生まれ)"
演奏 :Pos.山下

…降誕の祝日のミサにおける入祭唱、つまり、待ち望んでいた主の降誕の日をいよいよ迎え「さ

あ、主に向かつて新しい歌をうたおう |」 と呼びかける歌です。この曲はグレゴリオ聖歌のオム

ニバス CDにしばしば収録されているので、ご存じの方もおられるかと思います。本来は男声に

よる斉唱ですが、今回は教会にゆかりの深い楽器であるトロンボーンの独奏で演奏いたします。

August Klughardノ /Quintett fur「 lёte,oboe,Klarinette,Horn und Fagott,op.79

演奏 :Fl.小松 Ob.山出 Kl.馬屋原 Fg.内等 H■坂口

・…この曲はAllegro non troppOと Poco maestosoから成るソナタ形式の曲である。曲の冒頭の

3本でつくる主題に答えるように奏でられるファゴットの旋律が印象的である。全体を通して

個々の楽器が重なるように旋律を奏でてゆき、それによつて重厚な響きと広がりが生み出されて

いる。また再現部では担当する旋律が少しずつ変わっており、それによる響きの色の変化も聴き

所である。

クルークハル ト (1847-1902)はバッハゆかりの地ケーテンに生まれてドレスデンに学び、ワ

イマールの官廷楽団の指揮者であつた。リストやワーグナーの影響を受け、この第 1楽章の経過

句におけるクロマティックな和声の推移などに、当時の「新ドイツ音楽」に対する彼の傾倒ぶり

がよくわかるが、しかしまたこの曲が明ll■なソナタ形式で書かれていることから彼が古風な形式

感覚を持っていたこともうかがうことが出来る。 (山出)

Charles Grant//Mrs Jamieson's Favourite

James Scott Skinner //丁 he Flower of the Ouern

Nathaniel Gow //Mrs Hamilton of Pencaitland

イド星彗1｀言準//From the New Country― The Blackthorn Stick―The lrish Washerwoman

作者不詳/Danny Boy

演奏 :アイリッシュ。ファイブ (Vn.天澤 Db.鳥山 Cl.田中、萩原 L吉 野)
…フィロムジカでは一昨年、昨年とイギリス音楽を取り上げてプログラミングを組みましたが、

その過程で出会ったのがアイリッシュミュージックです。編成も構成も、さらにはアドリブも自

由なケル トの酒場音楽のようなジャンルですが、人と人とが接して同じ空間。時間を共有する場

にふさわしい音楽だとは思いませんか。ロビーコンサー トにもどうでしょうか。我々即席アイリ

ッシュファイブが楽しんで演奏します。 (天澤)
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曲目解説

カントルーブ/『オーヴエルニュの判 から

「バイレロ」「3つのブーレ」「オイ、アヤイ」「女房もちはかわいそう」「カッコウ」

皆さんは民謡を聴かれることはあるだろう力、土臭いイメージがあって敬遠されがちではなかろう

力、また素朴な音楽なので耳の肥えた現代人には退屈に聴こえるのかもしれない。しかし民謡とは長

い歴史の中で歌い継がれ生き延びてきた音楽であり、非常に強靭な、人々に強く訴えかける音楽であ

ると思う。これは音楽のエッセンスであり、源泉である。若いときにロックを聴いていた人が年を取

るといつの間にか演歌を聴いている、というのもよくある話で、民謡の節回し、日本人ならばこぶし

というのは我々の体に染み付いたアイデンティティーの一つなのかもしれない。

カントルーブは 1879年リヨンの近くに生まれたが、そこはオーヴェルニュ地方をも含むフランス

の中央山岳地帯であつた。当然ながら彼の民謡に対する興味はここで育まれたのである。そしてスコ

ラ・カントルム (音楽学校)においてダンディの薫陶を受け故郷の民謡を収集、編曲して後世に残す

ことに精力を傾けた。なぜこの時期に民謡なのかといえば、19世紀フランスの楽壇と大いに関係が

ある。当時のフランスにおいて、純音楽はベートーヴェンなどドイツ音楽

「

辺倒、オペラではロッシ

ーニなどイタリアものがもてはやされ、フランス自国の作曲家の音楽が省みられることはほとんどな

かった。この状況を憂いたサン=サーンスらが 1871年に『国民音楽協会』を創設し、フランス音楽

の復興に努めたことに象徴されるように、19世紀末にはフランス自国の音楽が見直された。そして

20世紀初頭のドッビュッシーやラヴェルらの印象派、ミヨーやプーランクらの6人組からメシアン、

ブーレーズらの現代音楽へとフランス音楽は一気に花開くのである。このようなフランス音楽の復興

の機運とともに、自分たちのアイデンティティーの再確認として民謡やクープラン、ラモーなどのフ

ランス古典 (バロック)音楽へと作曲家たちは回帰したのである。

≪オーベルニュの歌≫の特徴としては、「美しい」の一言に尽きる。何のことはないように見える

かもしれないが、もともと民謡は原始的な楽器による素朴な伴奏とともに歌われるものである。その

ような民謡に華麗なオーケストレーションを施すということは、田舎でもんぺをはいて農作業をして

いるようなおじいさん、おばあさんにいきなリタキシードやドレスを着せる、といつた具合で非常に

ミスマッチである。実際、ここで歌われている言葉はオック語 (古南仏語)の流れを受け継ぐもので

あり、現代のフランス人が読んでも全く分からないほど方言や古語の要素を含んだ異質なものである。

このような泥臭さい民謡を見事に換骨奪胎して華麗な管弦楽絵巻、典雅にして牧歌的な田園劇に仕立

てたところがカントルーブの功績であり、≪オーヴェルニュの歌≫がフランスだけでなく広く世界中

の人々に愛される理由であろう。この曲はフランス音楽の特徴、お家芸の一つである精緻な管弦楽法

の最上の例である。どこか懐かしくも美しい民謡の節回しももちろんであるが、オーケストラの細部

にもぜひ注意して耳を傾けて頂きたい。

(曲目推薦者 :Ob.OB中西 充弥)
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なものである。譜例①bによつて締めくくられると、明るいミ・ソ♯・シの和音が永遠に続くかと思

われるほど長く伸ばされて終わる。マーラーの第2交響曲『復活』第4楽章のトランペットによる静

説なコラールは、このロットのコラールの影響を受けているに違いない。

第3楽章はスケルツォで、譜例じ を素材とする荒々しい金管のファンファーレで始まる。力強い

合奏 (譜例②)、 宇宙と交信するかのような神秘的な楽想、レントラー (田舎の舞曲)風の朗らかな

ヴァイオリン・ソロなど、実に多様な要素が組み合わされた複雑で巨大なスケルツォである。ロット

の音楽院時代の友人だつたマーラーは、自身の第2交響曲『復活』のスケルツォに、このロットのス

ケルツォの主題をそつくりそのまま引用している (譜例0。

第4楽章はこの曲最大の楽章であり、かつ最も強い印象を与える楽章である。序奏部分では、先行

楽章の旋律の要素を用いて神秘的な音楽を展開する。この長大な序奏部を経て始まるフィナーレの中

心主題は、ヴァーグナーの『タンホイザー』からの引用でありながら、聴く者誰しもにブラームスの

第 1交響山のフィナーレを思い起こさせる雄渾さを備えている。mを 素材とした行進曲など、

様々な異なる楽想がコラージュ風に組み合わされる。コラージュ風のフィナーレとしてはベートーベ

ンの9番という偉大な先例があるが、ロットの終楽章はそれを凌ぐ多様性と巨大さを持つ。これはブ

ルックナー5番・8番、マ~ラー6番、ショスタコーヴィチ4番といつたコラージュ風フィナーレの

傑作群を先取りするもので、その時代離れした前衛性は驚異と言うほか無し、楽章の後半では、ブラ

ームス風の中心主題と譜例①が対決するように絡み合って壮大なクライマックスを形成する。しかし、

最後は譜例Chがこだまのように呼び交わしあいながら静力ヽこ閉じられる。
ロットはこの交響曲の楽譜を音楽界の実力者 ,ブラームスに見せ、評価を得ようと試みる。ところ

が楽譜を見たブラームスは、この作品が盗作であるとの疑いを持ち、ロットを拒絶した。43歳にし

てようやく第 1交響曲を書いた晩成のブラームスにしてみれば、22歳のロットがこのような破格の

交響曲を書いたということは信じがたく、また、心情的に許されざることであったのだろう。ロット

はこのショックで発狂し、精神病院に入院。何度か自殺未遂を繰り返した後、1884年に結核で死亡

したDわずか25歳であつた。ロットの第 1交響曲で全曲を通してけたたましく鳴り続けるトライア

ングルの金属音は、来るべき悲劇を知らせる警鐘のようにも聞こえ、痛々しい。

こうして音楽史の間に葬り去られたロットという作曲家は、近年マーラーの評価が高まるにつれて、

マーラーとの関連性がある作曲家として注目されるようになった。しかし、ここで強調しておかなけ

ればならないのは、「ロットがマーラーに似ている」のではなく、「マーラーがロットに似ている」と

いうことである。ロットの交響由の成立時期をわかりやすく年表にすると次のようになる。

1875年、ヴァーグナー『タンホイザー』ヴィーン上演//1876年、ブラームス『堺,1交響曲』

初演/1877年、ブルックナー『第 3交響曲』初演、ブラームス『第 2交響曲』初演
1878～ 1880年、ロット『第1交響曲』

1881年、ブルックナー『第4交響曲』初演/1882年、ヴァーグナー F/シレジファノ刻 初演/
1883年、ブラームス『第3交響曲』初演//1888年、マーラー『副 併担交響由の初稿)
栽

これを見れば、ロットがい力Jこ時代に先んじていたかがわかる。とりわけ、プラームスの第3交響
由がロットの交響曲よりも後に書かれた作品だということが注目される。ブラームスの第3交響曲の
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京都フイロムジカ管弦楽団「友の会」会員様ご芳名

¨

天澤 天三

Vloline

天澤 天三

越後 美和
岡島 篠

大薄 智オ
/J呻番 拓週

川島 仁ヨ

佐多 鳩

千熊 由糸
西村 祐〒

期 絲

横山 考リ
醒 巌

飯田 (妊

離 期

姉 奇

喜多 ち1
粂田 昌;
須田 肩継

津田 I響

高橋 広|

田原 靖

前川 信
桝田 亜

見渡 あ|

本吉 迫

村上 治子様

川野 浩之様

岩佐 聖子様

田中 直子様

村山 義尚様

村山 明日香様

渡辺 真人様

渡辺 和美様

松村 里香様

松村 正人様

南方 ―晃様

津田 篤太郎様

越後 千代様

渡辺 一真様

渡辺 由加理様

渡辺 晴菜様

河上 由香里様

井ノ山 敏江様

小林  香様
杉本 幸子様

大原 達也様

安藤 美知穂様

稲村 董雄様

遠藤 時金様

奈倉 道和様

倉田 ノヽ重子様

井谷 宏美様

鎗本 和弘様   中西 充弥様
谷口 佳隆様   信広 澄子様
船橋 恭子様   村岡 昌子様
竹本 真理子様  横田 洋子様
高橋 順子様

村田 紀子様    ほか6名様
三木 敏弘様

日本 幸雄様

岡島 敦子様

2∞2年 4月に発足しました「友の会」は,上記会員の皆様万よりご支援いただいております。(2∞5年 ¬1月現在)
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京都市立芸

室内楽を種

平成 15年酒造年度 全国新酒鑑評会 金賞受賞蔵
銹 聘 黎            鞠総臨‖動

''鰍

織鋒鉢彬籐翻期いヽN‖ 分は怨癒 .Im聯

金賞受賞酒

換ふス勇�装

英勲の酒造りに対する情熱と最高の技で作り上げた

究極のお酒です。全量酒造好適米「山田錦」を使用し、

極限までに磨き上げ、淡麗さとデリシヤスな吟醸香が

優雅さを引き出した純米大吟醸酒です。

各木箱入り。税別価格

18L詰 10,000円 720ml詰 5,000円

洒 の姜 織 1ま檬$翻麟螂鐵鰤翡彩攀導獣‖|ぶ滋螢夭勒錫鋤確m麒雀総淋,‖‖
'mlll・

ιりi■ |■彰場職

全国新酒鑑評会 7年連続金賞受賞

〒612-8207 京都市伏見区横大路三栖山城屋敷町 7番地

齊藤酒造株式会社
http:〃
…
.eikun.corl1/
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京都フィロムジカ管弦楽団からのお知らせ
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,第 19回定期演奏会ゃ

2∞6年 6月上旬を予定 会場未定
シューマン/交響曲第4番   ベートーベン/交響曲第3番『英刑

9第 20回定期演奏会ゃ

2∞7年 1月 21日 (日) 京都コンサートホール (大ホール)
マーラー/音詩『巨人』 (交響曲第 1番ハンブルク初演稿) ほか

…
          

“ “ … “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “

(ス颯 ス メ
"∽
銘

…
葉 ふ バ ス 軍 黎 解

"""“

,新入団員随時募集中ゃ

募勲 ―ヾ卜:ヴァイオリン・ヴィオラロチェロ・コントラバス、
オーボエロファゴット・ホルンロ打楽器

※管・打楽器はオーディションがあります。

※コントラバスは団所有の楽器があるため、楽器に関しては相談に応じます。

詳しくはお問合せください。

Tel:090-8163-4626(専用携帯電話 担当・竹内)  卜mil:recruit@kyotophllo.com
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,「友の会」会員随時募集中ゃ

フィロムジカの活動を応援してくださる方を募集しています

【年会費】 1日  1,000円   【期 間】ご入会いただいた月より1年間
【特 典】 1.期間内の定期演奏会に、1日につき1名様を無料ご招待

2,その他演奏活動のご案内
3.定期演奏会プログラムヘのご芳名の掲載

お申込み・入会に関するお問合せ  Tel『ax 075-605-0123C西 lD  Ewail:加mQydophilo.com
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京都フィロムジカ管弦楽団ホームページ  http://m.kyotOphilo.ooげ

クラシック音楽の海外公演・国際交流
海外での公演・国際交流は、現地でのマネジメントが大切です。
弊社は日本のオーケストラの海外公演 。国際交流を、真の意味で成功させて参りました。
海外公演・国際交流のお手伝いはおまかせください。

最近の

…岡山県桃太郎少年合唱団ドイツ公演98年 8月 (レーダンスカレク大聖堂他)
京都市民管弦楽団ヨーロッパ公演99年 5月 (ウィーン ムジークフェライン大ホール他)
彦根市ベルリン第九演奏会実行委員会99年 12月 31日 (´対レリン SFB放送大ホール)
ルーマニア トゥルグ ムレシュノ(ッ八生誕200年記念コンサート2000年5月 (文化宮殿)
同志社大学交響楽団ヨーロッパ公演2001年 3月 (グラーツ ステフアニーザール 他)
同志社大学交響楽団ヨーロッパ公演2004年 3月 (フラ八 ドヴォルザークホール)

ホームベージ :httpヵ嘲
"mitsuma∞

耐
協力会社 :ルフトハンザドイツ航空会社、全日空、」TB、 近畿日本ツーリスト、AIU保険会社


